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　北アフリカの街や郊外では様々なところでねこを多く見かける．厳しい環境の中，生まれてから最初の冬を越せないねこも少なく

ないが，その愛くるしくけなげな姿は和みと勇気を与えてくれる．
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日本沙漠学会乾燥地農学分科会会長
石川　祐一

　
　乾燥地農学分科会では，下記のとおり日本沙漠学会秋季シンポジウムを兼ねた講演会を開催いたします．奮ってご
参加下さいますようお願い申し上げます．

記

●　主催：日本沙漠学会　乾燥地農学分科会
●　日時：2020年 11月 26日（木曜日）12：00～16：40（受付 11：30～）
●　会場：北とぴあ・つつじホール（東京都北区王子 1-11-1　北とぴあ 3階）
　　　　　URL：https://www.hokutopia.jp/hall-guide/halls/tsutsuji_hall

●　開催趣旨：
　日本沙漠学会乾燥地農学分科会では，毎年乾燥地農学に関する講演会を開催しています．
　今年度の講演会では，気候変動や環境変化を研究する先生方をお招きし，ご専門の分野の現状を知る機会
にするとともにそれらが自然環境・社会活動に及ぼす影響を踏まえて，SDGsに含まれる沙漠化をどのよう
に捉えどのように対処すべきか議論する場にしたいと思います．今年度の講演会は，沙漠学会秋季シンポジ
ウムを兼ねて開催いたします．皆様のご参加をお待ちしております．

「今，沙漠環境はどうなっているの？
～拡大それとも改善？　気候変動は？　サバクトビバッタは？　経済へのかかわりは？」

講演会次第（予定）

★　11：30－ 受付
★　12：00－12：05 開会の辞　森尾　貴広　氏（日本沙漠学会会長）
★　12：05－12：25 講師　　　石川　祐一　氏（秋田県大生物資源科学部　准教授）
★　12：25－13：05 講師　　　木村　玲二　氏（鳥取大学乾燥地研究センター　准教授）
★　13：05－13：45 講師　　　鬼頭　昭雄　氏（（一財）気候業務支援センター　研究員，元気象庁気象研究所　部長）
★　14：00－14：40 講師　　　田中　誠二　氏（元蚕糸・昆虫農業技術研究所　研究室長）
★　14：40－15：20 講師　　　浦嶋　裕子　氏（MS&ADインシュアランスグループホールディングス　課長）
★　15：35－16：35 全体討論
 モデレーター　石川　祐一　氏（秋田県立大学生物資源科学部　准教授） 
 パネラー　　　木村　玲二　氏，鬼頭　昭雄　氏，田中　誠二　氏，浦嶋　裕子　氏
★　16：35－ 16：40 閉会の辞　平賀　義彦　氏（日本沙漠学会乾燥地農学分科会副会長）

　※ 13：45－14：00 ブレイクタイム
◆詳しくは学会Webサイトをご覧ください◆

●参加費　無料
　電子メールまたは FAXで，①氏名，② TEL，③ FAX，④ E-mail，⑤所属をご記入の上，事務局宛にまでお送りください．
　なお，当日の参加も可能です．
　［申込先］事務局：（株）アースアンドヒューマンコーポレーション（担当：深井）
　　　　　　FAX：018-872-1677　E-mail：owner-cadal@iijnet.or.jp

　　　　　　URL：http://www.jaals.net/

秋季シンポジウム・講演会のご案内
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1 ．大会概要

　　日時：2021年 5月 29日（土）～ 30日（日）
　　場所：未定（大会事務局：酪農学園大学）

2 ．問い合わせ

　　第 32回　日本沙漠学会学術大会実行委員会　事務局
　　〒 069-8501　北海道江別市文京台緑町 582番地
　　酪農学園大学農食環境学群・環境共生学類　星野　仏方［委員長］
　　TEL：011-388-4913

　　E-mail：jaals2021@gmail.com

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえて，ベストな大会開催方法について模索しております．
詳細が決まり次第，ホームページ https://www.jaals.net/ および次号おあしす（30巻 3号）にてアナウンスいたします．

日本沙漠学会2021年　第32回学術大会のお知らせ（第一報）
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海外調査への新型コロナの影響についてのアンケート（概要速報）

1．はじめに

　1）新型コロナによって本学会員の海外調査・事業がどれぐらい影響を受けているのか把握すること
　2）現地訪問の代わりにとっている対応策を把握すること

3）1），2）を事例として共有することで，学会員が新型コロナ対策を行う際の参考としてもらうことを目的に日本
沙漠学会Webサイトにてアンケートを実施した．概要を速報する．

2．アンケート概要

　・学会Webサイトでのオンライン集計　
　・期間：2020 /7 /22～8 /31

　・対象：学会員のみ．ただし，学会員が個人的に収集した情報は可．
　・有効回答数（8 /31現在 33名）

3．アンケート結果

3.1　所属先（図 1）

　回答者の 62％が大学等研究機関，ついで民間企業，官公庁（国立研究開発法人・独立行政法人含む），一般社団法
人となった．

3.2　対象地域（図 2）

　対象地域は乾燥地を中心に世界中にわたる．とくに，ジプチをはじめとするアフリカやモンゴルを中心とした東ア
ジアを対象に挙げた解答が全体の半数を占めた．

3.3　訪問予定期間（図 3）

　複数回の訪問を予定している回答も多かったが，1回当たりの期間は半数以上が 1ヶ月以内の短期の滞在を予定し
ていた．一方で，とくに民間企業では 3ヶ月～12ヶ月の長期にわたる滞在を予定していたという回答も見られた．

3.4　調査対象分野（図 4）

　複数解答としたところ，複数分野にわたる調査対象を挙げた回答が多かった．総合的なプロジェクトに従事してい
る会員が多いことが推察される．また，調査対象分野としては農学分野が全体の 45％，ついで環境分野が 23％と多かっ
た．

図 1　所属先 図 2　対象地域
（複数解答あり，n=36）
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3.5　新型コロナウィルスによって受けた影響

　ほぼ全ての回答において現地調査・事業や国際会議・ワークショップが中断していることが明らかとなった（追補
参照）．出入国禁止に伴う人の移動（日本人研究者の入国＋現地研究者の招聘）に加えて，物資の輸送にも支障を来
していることが分かる．

3.6　3.5 に対する対応として，現在行っている対策

　メール・電話に加えてオンライン会議を通じて現地カウンターパートに試験管理やデータ取得を委託している回答
が多いが，自らが調査する場合に比べて限定的という意見が散見された．遠隔でデータの取得が可能な観測機器デー
タの導入を図るといった現地でのカウンターパートの不足をカバーする工夫や，この期間をこれまで蓄積したデータ
の解析に充てる等国内での滞在を有効活用するといった工夫が見られた．

3.7　with コロナでも適用・あるいはこれまでの方法に代替できそうな適応策

　代替手段はないという厳しい意見は多く見られ，とくに現地で直接得られる情報や「感触」はオンラインでは難し
いという意見があった．3.6にも挙げられていた現地カウンターパートへの試験管理やデータ取得に頼らざるを得な
いという意見が見られたが，すでに持っているカウンターパートの主体性や資質によるところが大きい．これまで築
き上げた関係を基に構築した実験系・フィールドを持っていれば，コロナ禍でも短期間はしのげるが，関係を構築中
あるいはゼロからの新規開拓についてはかなり困難な状況である．

3.8　まとめ

　多くの学会員が海外調査・事業にかなりの支障を来していることが明らかとなった．遠隔でのカウンターパートに
よる調査の継続は，カウンターパートの資質により制限される．今後プロジェクトの展開を図る際には，カウンター
パートのキャパシティビルディングを合わせて進めることがリスク分散の一助になるであろう．

図 3　訪問予定時間 図 4　調査対象分野
（複数解答，n=51）
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3.5　新型コロナウィルスによって受けた影響

具体的な回答（“・”に続く部分が一つの回答．具体的な地名，機器名等は一般化しています）

・現地調査に行けない，カウンターパートを招聘出来ない，現地測器のメンテナンスが出来ない，物資を輸送で
きない，書類輸送に通常よりも長い時間を要する．

・調査に行けなくなった．
・日本人研究者の現地入りを想定していたが，出入国を断念した．
・現地渡航が延期になり，調査に遅延が生じている．現時点で明確な日程は決定されていない．
・中止ないし延期．・現地調査．・現地調査全般，機材搬入，現地大学院生の研究指導．
・私は，現在，国内事業を実施しているので，特に影響はありません．
・出張（人の移動）が中止になった．また，外国から研究者を招へいする計画も中止になった．
・渡航禁止．
・2020年 3月の調査以降，全ての現地調査がストップした．現地に設置した機器からのデータ回収，現地で継
続モニタリングしている植林樹木の成長計測，これらができない．現地のカウンターパートはそもそもマンパ
ワー不足のため，基本我々のみで管理・実施しているため，我々が現地に赴く必要がある．しかしながら国境
封鎖・州境封鎖のため代替措置が無い．

・人の移動制限に伴い現地での調査・データ収集・対面での打ち合わせができなくなった．
・調査に行けない．
・もう何度も延期されています．繰越も何度もありました．
・土壌・植生調査．
・現地訪問．
・サバティカルによる海外研究（延期短縮），国際会議延期 1件，中止 1件，海外調査中心 1件，延期 1件．
・来年以降に延期．
・現地渡航で行う予定であった授業，運営指導等を遠隔で行うことを余儀なくされ，9月以降の秋学期の渡航の
可能性もまだ不透明である．春学期に予定した授業風景をビデオ撮影しての大学の授業改革も計画が延期され，
再開の見通しが立っていない．特に教授法の指導が大きく支障を来している．

・全事業中止．
・現地へ出張できず，試験管理およびデータ取得が不十分となった．
・何れも渡航禁止．
・調査業務の延期に伴う売り上げの減少（海外MMの消化を毎月の売上として計上するため）．我が国の資金協
力事業で構造物を建設する場合，瑕疵の関係で遠隔で調査・計画・設計することが困難．

・ゴールデンウイークの調査，夏休みの調査が中止となりました．物資の輸送ができず，大使館に依頼している
が直行便が飛ばないためまだ届けれられていません．

・ワークショップの中止，出張による現地活動の中止．・本年度と渡航調査中止．
・地質調査（5月），国際会議やワークショップやトレーニング（9月），様々な現地調査（水文・気象・植生・
土壌・ドローン空撮，動物排泄物）や実験（動物飼育，栽培，培養）・現地調査が 3月に中断し今月ようやく
再開．また再委託調査が発注できない状況だった．

・大気試料の捕集が困難となった．
・渡航延期．・現地調査．・海外での現地調査の延期．

追補
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3.6　3.5 に対する対応として，現在行っている対策

　具体的な回答（“・”に続く部分が一つの回答．具体的な地名等は一般化しています）

・メール，書面でのやりとりのみ．
・業務委託の形で契約を締結し，カウンターパート機関に送金して，試験を実施してもらっている．
・カウンターパートに試験管理とデータ取得を依頼．
・オンライン会議．
・メール・電話等でのやりとり．
・現地の協力者にお願いをして現地に行ってサンプリングしてもらっています．
・対象国保健当局や大使館が発出する COVID感染拡大状況等の情報収集，対策ガイドライン等の英訳化および
内容確認，プロジェクトが雇用したローカルスタッフの遠隔操作による情報収集．ただし，遠隔で実施できる
作業内容は限定的．・予定されていた現地での調査の内，可能なものを国内での作業に振替えて実施している．
ただし，収集可能な情報が限られるため，現地作業再開後に改めて見直しが必要．

・春学期の授業は一部オンラインで行うと共に，運営指導をオンラインで進めている．
・特になし
・調査期間の次年度への延期 &資金の次年度繰越処理．しかしながら来年度中に国境封鎖が解除されない限り，
まともなデータ取得が困難となり，結果の解析にも支障が出る．資金の制度上これ以上の延期は不可能となる．

・国内調査の拡充
・現地調査に関しては断念したものと，年度後半に出張可能になった場合まで延期したものがある．打ち合わせ
はメールなどで代替できる範囲では行っているがやり取りにかなりの制約がある．オンラインビデオ会議等に
よる代替策はとっていない．

・現地調査については調査員を雇い徐々に再開．再委託については事業の説明会を開き，見積もりが出てきたと
ころです．

・メールによる相手国側の状況確認，研究経過のとりまとめ．
・カウンターパート研究機関の研究員等に可能な範囲で調査を代行してもらっている．
・浮いた渡航費を現地施設・機材費として充てる，予定していたワークショップやトレーニングを遠隔オンライ
ンでできるようなシステムづくり，自動転送機能付きの観測ロガーの取り付け，現地調査データに代わる衛星
画像データ解析の委託など．

・オンラインでの協議，再委託での情報収集．・取り貯めた試料のデータ解析を再解析する．
・Web会議，メールでのやりとり．・現地カウンターパートによる文献資料の収集．
・情報収集．
・3密を避けるなどの，一般的な感染症予防対策．・リモートでカウンターパートに作業を依頼．観測体制の無
線データ収集を検討．国内業務での代替を検討．

・これまでの調査で収集したデータの解析．・現地カウンターパートによる代替．ただし，これ自体も困難．
・Zoom打合せを検討中
・調査国 A：現地での実験機材の設置が始まった直後で，データロガーによる気象データの吸い上げを現地スタッ
フに依頼して，送付してもらい，灌漑用水のシステムの設計と機材の調達を日本国内で行っている．主にメー
ルで，コミュニケーションを取っている．調査国 B：機材購入，設置は既に終わっており，稼働に入っている．
現地のカウンターパートにコミュニティーへの技術移転に向けてのワークショップなどの活動を委託してい
る．Zoom会議（1回／月で，6月から打ち合わせ実施）．

・現地の海外研究協力者のみで調査を行ってもらい，費用を送金することを大学に打診中です．
・延期時期の調整．
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3.7　with コロナでも適用・あるいはこれまでの方法に代替できそうな適応策

　具体的な回答（“・”に続く部分が一つの回答．具体的な地名等は一般化しています）

・リモート観察，クラウド利用によるデータ回収が有効．ただし，電波が届き，機材の盗難対応が必要です．現
地カウンターパートとの委託調査には限界があるため，出張時の安全対策の交換が必要と考えます．

・現地でのアンケート，オンライン会議．
・Webツールを通じた現地とのコミュニケーションをベースとした調査であればある程度可能．但し，実際に現
地訪問ができないため調査範囲や収集できる情報が限定されるに加え，現地訪問によってのみ得られる「感触」
が得られない点は大きな制限である．また，現地の人的リソースの確保と調査費用の会計管理を含むロジ業務
の実施体制整備が前提となる．

・まだ手探りです．他の回答者のご意見をお聞きしてみたいです．
・メール，オンライン会議で打ち合わせをして，なんとか現地での実験をしてもらう予定です．
・国境封鎖・州境封鎖が解除され，入国後の移動制限措置が不要となれば，従前どおりの調査が可能（フィール
ド調査対象地は人口密度が極端に低いため）．そうでない限りは代替措置はできない．あらかじめカウンター
パートをフィールド調査の主戦力として訓練してきていれば異なる代替措置を考えられたかもしれないが，今
からではそれも非常に困難である．

・1対 1（あるいは一機関のみ）の打ち合わせについてはメールやり取りでカバーできない部分をビデオ会議な
どで補完することが可能かもしれない．現地調査については，共同研究相手の主体性とキャパシティにもよる
が，綿密な打ち合わせに基づく前提で業務請負等の形で行うことも可能かもしれない．ただし，現時点までに
はいずれの実績もない．

・現地の通信がそれほど高速ではないので，メールと電話でのやりとりしかない．現地を見て回る時のささいな
情報，五感を通して収集できる情報は入手不可能．人の移動の重要性を再認識した．一方，高速通信が可能な
インフラがあれば，現地の情報入手は格段に向上するかもしれない．

・トレーニングや会議はオンラインでより効率的に行えるノウハウが各自身につきつつあるので，実際に実施し
たい．現在は大学の業務が増えたことにより企画など進めてられていない．

・資金不足などによる試験停滞を防止するため，ネットバンキング等によるオンタイム送金へ移行．
・今後はオンラインでの授業提供，運営指導が主力になると思われる．アクティブラーニング系の授業は COIL 

（Collaborative Online International Learning）型授業にする．
・対象国 A：今後，現地での実験機材の設置と運行を本格的に行う必要があり，渡航制限の緩和を待つばかりで
ある．対象国 B：現地のカウンターパートとのコミュニケーションを密にして，コミュニティーへの技術移転
を確実に行っい，導入効果の調査を行って行く予定である．現地に入ることも必要と考えているが，遠隔活動
で可能な限り進める方針である．

・オンラインセミナーなどによる交流の継続と，研究成果のとりまとめや論文作成など各自で対応できる活動．
・メールやネットを使ったテレビ電話で，聞き取り調査ができるかもしれない．
・オンラインの活用（学術情報の徹底的なサーチとデータ共有に基づくブレインストーミング）．
・現在の対策はない．    ・オンライン会議
・オンラインでの打ち合わせや会議．観測体制の無線データ収集（検討中）．
・関係性が構築できていれば，オンラインでのセミナー・会議は利便性も高く，予想よりも有効．ただし，ゼロ
からの関係性構築は困難．

・想像つきません　Web会議などこれまでにとりいれられるものはすでに取り入れており，コロナ時代だからと
言ってオンラインで新たに代替できる部分はすでに少ないように思います．

・現地に行かないと作業できないため，代替え方法はないと認識しています．
・特にアイデアを持っておりません．　　　　　・現地の共同研究者に調査を依頼する．
・日本から現地に人がいけない場合は，現地のカウンターパートと連絡とりながら，カウンターパートに試験の
実施をお願いすることで対応せざるを得ない状況です．

・現地の協力者に Zoom Meetingを通して細かく指示してサンプリングや聞き取り調査を頼んでいます．これが
精いっぱいでした．

・とくになし．     ・オンライン化．
・カウンターパート研究機関の研究員等に可能な範囲で調査を代行してもらう．
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日本沙漠学会正会員各位
日本沙漠学会　会長　森尾　貴広
学会賞審査委員会委員長　渡邊三津子

　日本沙漠学会細則第 34条にもとづき，日本沙漠学会賞（学会賞，学術論文賞，進歩賞，奨励賞の 4賞）を公募い
たします．つきましては，学会賞受賞候補者を下記の要領でご推薦下さいますようお願い申し上げます．

記
1．学会賞の種類

　（1）日本沙漠学会学会賞　　：本学会において学術かつ事業活動に顕著な業績を挙げた会員に授与する．
　（2）日本沙漠学会学術論文賞：「沙漠研究」に掲載された論文により乾燥・半乾燥地に関する学術上の顕著な業績

を挙げた会員に授与する．
　（3）日本沙漠学会進歩賞　　：乾燥地 ･半乾燥地に関する技術的，実践的な業績を挙げた会員または会員を含む団

体に授与する．
　（4）日本沙漠学会奨励賞　　：乾燥地 ･半乾燥地に関する萌芽的研究業績を挙げた会員に授与する .この場合の受

賞者は，原則として当該年度において 35歳以下の会員とする．なお，35歳を超え
た会員を奨励賞に推薦する場合には，その理由書を添付する．

2．推薦期限　　　　2021 年 2 月 27 日（土）　当日消印有効

3．推薦方法　　　　以下の書類を期限までに学会賞審査委員会（幹事）宛に郵送して下さい．なお，推薦には「自薦」
は含まれません．

　（1）日本沙漠学会学会賞ならびに日本沙漠学会進歩賞を推薦する場合
　　 　様式 1 の推薦書　　　　1部
　　 　推薦に関する資料　　 　1組
　（2）日本沙漠学会学術論文賞ならびに日本沙漠学会奨励賞を推薦する場合
　　 　様式 2 の推薦書　　　　1部
　　 　推薦に関する業績　　 　1組
4．宛先（照会先）

　　〒 104-0033　東京都中央区新川 2-22-4　共立ビル 2F

　　株式会社共立内　日本沙漠学会事務局　気付　　
　　日本沙漠学会　学会賞審査委員会　幹事　的場泰信
　　E-mail： matobaji@icloud.com

5．その他

　　応募された書類は返却しませんので，必要な場合は写しを保管下さい．
　　なお，過去の受賞者については日本沙漠学会ホームページ（http://www.jaals.net/）をご参照下さい．
 

2020年度学会賞受賞候補者推薦のお願い



OASIS 30 (2) 2020  x

様式 1 　　　（日本沙漠学会学会賞・日本沙漠学会進歩賞用）　　令和　　年　　月　　日

日本沙漠学会学会賞ならびに日本沙漠学会進歩賞推薦書

1．推薦者　　　所属 ：
　　　　　　　　氏名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　住所・電話 ：
2．被推薦者　　所属 ：
　　　　　　　　氏名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年　　　年　　　月　　日　
　　　　　　　　住所・電話 ：
　　　　　　　　入会年 ：
3．推薦業績　　題目 ： 

4．推薦理由
5．推薦業績に関する資料リストなど

様式 2 　　（日本沙漠学会学術論文賞・日本沙漠学会奨励賞用）　　令和　　年　月　日

日本沙漠学会学術論文賞ならびに日本沙漠学会奨励賞推薦書

1．推薦者　　　所属 ：
　　　　　　　　氏名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　住所・電話 ：
2．被推薦者　　所属 ：
　　　　　　　　氏名 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年　　　年　　　月　　日　
　　　　　　　　住所・電話 ：
　　　　　　　　入会年 ：
3．推薦業績　　題目 ： 

4．推薦理由　　
5．推薦業績に関する資料リストなど
　　著者名（共著の場合は全員），題目，掲載誌名，巻号，頁，発行年を記載すること．

記入上の注意

　1）書　　式　A4縦置横書き ,明朝体 12ポイント ,上下左右マージン 2.0cm以上 ,1行文字数 35～40字 ,　1ページ
行数 35～40行

　2）被推薦者　被推薦者が団体の場合は団体名およびその代表者を記入して下さい．
　3）推薦理由　箇条書きの場合は約 100字以内で説明して下さい．

箇条書きでない場合は全体を 400字程度で記載して下さい．
　4）様式 1　　｢日本沙漠学会学会賞・日本沙漠学会進歩賞｣ の場合　5．資料はコピーなどを添付して下さい．
　5）様式 2　　 ｢日本沙漠学会学術論文賞・日本沙漠学会奨励賞｣の場合　5．業績リストは研究業績の別刷り（コピー

可）を添付して下さい．



OASIS 30 (2) 2020  xi

•

•

•

•

学会賞担当理事　　渡邉　三津子
　　　　　　　　　的場　泰信
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総会時（2020年 4月 11日時点）に未決定であった，新体制の委員会委員が出そろいましたので公表いたします．

編集委員会

委員長：川端良子（東京農工大学）
名誉委員長：安部征雄（元筑波大学），小島紀徳（元成蹊大学）
副委員長：酒井裕司（工学院大学）
委　員：Tim Davis（Texas A&M University），Richard Harper（Murdoch University），
　　　　安部　豊（神奈川県自然環境保全センター），石川祐一（秋田県立大学），石山　隆（元千葉大学），
　　　　入江光輝（宮崎大学），遠藤　仁（秋田大学），川田清和（筑波大学），北村義信（鳥取大学），
　　　　児玉香菜子（千葉大学），周　建中（東京成徳大学），菅沼秀樹（日林協），高橋新平（東京農業大学），
　　　　豊田裕道（元東京農業大学），中村　徹（元筑波大学），縄田浩志（秋田大学），平田昌弘（帯広畜産大学），
　　　　藤巻晴行（鳥取大学），的場泰信（元農林水産省），三木直子（岡山大学），森尾貴広（筑波大学），
　　　　渡邊三津子（奈良女子大学）
編集事務局：三角誠司（株式会社共立）

学会審査委員会

委員長：渡邉三津子（奈良女子大学）
監　事：的場泰信（元農林水産省）
委　員：安部　豊（神奈川県自然環境保全センター），石本雄大（青森公立大学）

以下総会時提案より変更なし（参考）
総務委員会

島田沢彦（東京農業大学），田島　淳（東京農業大学），真田篤史（東京農業大学），篠原　卓（東京農業大学），
齋藤哲治（株式会社共立）

財務委員会

高橋新平（東京農業大学），矢沢勇樹（千葉工業大学）

企画委員会

小長谷有紀（国立民族学博物館），石川祐一（秋田県立大学）

各委員会委員について
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日本沙漠学会第 145 回理事会　議事録

日　時：2020年 7月 11日（土）14：00～16：00

場　所：Web会議
出　席：森尾貴広（会長），鈴木伸治，田中徹（以上，

副会長），渡邉文雄，豊田裕道（以上，監事），
石川祐一，川端良子，小島紀徳，小長谷有紀，
島田沢彦，田島淳，的場泰信，矢沢勇樹，渡邊
三津子（以上，理事），安部征雄，森　卓（以上，
顧問），齋藤哲治，酒井裕司，真田篤史，篠原　
卓，星野仏方，三木直子（以上，オブザーバー）

Ⅰ．審議事項

　 1．「沙漠学事典」出版契約について
・森尾会長から，丸善出版株式会社との「沙漠学事典」
の出版契約について，日本沙漠学会が執筆者（学会
員，非学会員含む）を代表して契約を締結する案が
示され，審議の後，承認された．

・出版契約の締結により，「沙漠学事典」の出版権は
丸善出版株式会社に委ねられる．

・著作物の全部あるいは一部を，執筆者がブログに掲
載したり大学のリポジトリに登録などする場合，丸
善出版株式会社の同意が必要となる．また，英語版
の出版などの二次的利用においても，丸善出版株式
会社と協議の上具体的内容について決定する必要が
ある．

・初版は 800部を印刷し，関連学会にダイレクトメー
ルを送信して宣伝するなど，広報活動の方針が示さ
れた．

・編集協力者へ「沙漠学事典」1冊の贈呈を行うこと
が承認された．

2．海外調査への新型コロナの影響把握アンケートに
ついて

・石川理事から，本アンケートの主旨について説明が
なされた．目的は，新型コロナによる学会員の海外
調査・事業への影響，対応策，それらの事例の共有
し，学会員がコロナ対策を行う際の参考とすること
である．

・アンケートは学会Webサイトで，オンラインによ
り行う予定である．

・アンケート結果の公開や対応策の提案の方法につい
ても議論された．

・対応策の提案については，日本沙漠学会として出す
ことに意義があり，学会の一企画として取りまとめ
る案も示された．

・アンケートへの回答は，今後の二次的利用のことも
考え，学会員に限定する案が示された．非学会員か

学会記事

らの情報については，学会員が伝聞として回答する．
・アンケートの実施および回答者を学会員に制限する
ことについて，審議の後承認された．

Ⅱ．報告事項

1．2020年度（第 33回）評議員会
・COVID-19感染拡大，および通信の不具合を避ける
ため，メール会議で行った．議題の提示，資料送付，
アナウンスを 4月 13（月），メール上での会議（質
疑応答）期間を 4月 13日（月）～4月 17日（金）とし，
「全員に返信」で質疑応答に対応した．
・採決期間は 4月 18日（土）～4月 22日（水）とし，
評議員の過半数の賛同を得たため採択とした．

2．2020年度総会（2020年 5月 18日）
・2020年度総会は，2020年度第 31回学術大会の中止
に伴い，学会 HPとオンライン投票を利用しての開
催となったが，質疑応答の期間を 5月 18日（月）～
5月 29日（金），投票期間を 6月 1日（月）～6月 5

日（金）とし，投票総数の過半数の賛同によりすべ
ての議題が採択され，無事終了した．
・総会期間中に寄せられた質問の中から，学会誌の在
り方についてや，総会の開催方法についてなど，今
後の検討課題が示された．理事会への申し送り事項
とする．

3．2020年度第 31回学術大会中止について（2020年
5月 30日）

・三木実行委員会委員長から，第 31回学術大会中止
に関する説明と，会計報告が行われた．開催中止の
決定時にすでに発表の申し込みおよび要旨の提出が
行われていたものは，PDFの講演要旨集として HP

上で公開された．公開をもって今年度は大会発表に
代えるものとしたことが改めて報告された．講演要
旨集の費用の支払いは，学会本部へ返却された預託
金から株式会社共立へ行われることが補足説明され
た．
・公開シンポジウムについては，助成金の予算執行期
日の延期が認められるのであれば年度を超えた開催
も検討したい．
・オンラインによる公開シンポジウムの開催も検討す
る必要があることが示された．
・学術大会の開催形式について，第 31回学術大会時
のような不測の事態に対応するためにも今後はオン
ライン開催を手段の一つとして検討しておく必要が
ある．

4．Desert Technology XIV延期ついて（2020年 9月
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8日～9月 11日）
・川端理事から，来年秋への延期は決まっているもの
の，それ以上の具体的な日程などは未定であること
が報告された．今後，IDCと相談して詳細を決める
予定である．

・後援学会および団体へは川端理事からすでに連絡済
みであり，延期後の開催においても後援を受けられ
ることを確認した．

・延期について，日本沙漠学会 HPへの配信を行う．
5．沙漠学事典について
・石川理事から，大学図書館や近隣図書館への案内や
販促依頼があった．

・執筆者割引や，非会員執筆者への原稿料支払いにつ
いて説明があった．

6．投稿論文審査状況報告（レビュー論文について含
む）

・酒井編集委員会副委員長から新編集委員の編成状況
について報告があった．7月末を目途に編成を終え
る予定であることが説明された．

・30巻 1号分は J-STAGEに掲載済み．
・投稿論文審査状況は原著論文 5本，短報 2本が査読
審査中．

・30周年記念 reviewの進捗は 2名より執筆の承諾が
得られたが原稿提出はまだ無い．また，他 2名に執
筆を打診中である．今後も編集委員長よりの執筆依
頼を継続する．

7．「おあしす」（No.110）の内容確認
　表紙写真・学会賞推薦・学会記事・大会アナウンス
【総務・事務局】【学会賞】

・渡邊理事から，学会賞への積極的な推薦や，若手会
員に対する若手研究者対象の賞の案内を広報するよ
う依頼があった．
・門村　浩　名誉会員のご逝去に伴うお悔やみを，会
員動向の欄に掲載する．

Ⅲ．その他

・今後の学術大会・シンポジウムの日程と開催地を確
認した．2020年度大会公開シンポジウムは，延期
の可否について検討中である．2020年度の秋季シ
ンポジウムは，乾燥地農学分科会の企画により 11

月に対面式で行う予定だが，コロナウイルス感染拡
大による規制が続いているようであれば中止とする
ことも検討している．会場は東京大学の中島董一郎
記念ホールを予定している．2021年度の学術大会
（第 32回）は酪農学園大学で開催予定だが，ホテル
での開催も視野にいれて検討している．2022年度
の学術大会（第 33回）を宮崎大学での開催で調整中．
Desert Technology XIV（ICAL-4）は 2021年度への
延期が決定したものの，詳細な日程は調整中である．
・総務・編集・学会賞委員の選出と役員について，決
定次第Webで公開する．
・会員数減少の対策として，具体的な施策を今後検討
していく．
・Webページのコンテンツを充実させ，若手研究者，
一般の方への情報発信を強化する．
・第 146回理事会は 2020年 10月 10日（土）14：00

～16：00に Zoomで開催予定．
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日本沙漠学会事務局は，下記の機関において役割分担しています．用件の内容に応じて担当にご連絡下さい． 

 

【日本沙漠学会事務局】 
　〒 104-0033 東京都中央区新川 2-22-4　共立ビル 2F 　株式会社共立内 

　Tel：03-3551-9896　Fax：03-3553-2047　Email：jaals@kyouritsu-online.co.jp 

 

【日本沙漠学会編集事務局】 
　〒 104-0033 東京都中央区新川 2-22-4　共立ビル 2F 　株式会社共立　 三角誠司気付 

　Tel：03-3551-9896　Fax：03-3553-2047　E-mail：jals.editorial@ kyouritsu-online.co.jp 

 

【日本沙漠学会ホームページアドレス】 
　http://www.jaals.net/ 

＊　＊　＊　＊　＊　会　員　動　向　＊　＊　＊　＊　＊

アースアンドヒューマンコーポレーション 194-0041 　町田市玉川学園 8-3-23 Tel：042-710-7661

株式会社ウイジン 158-0097 　世田谷区用賀 2-12-14 Tel：03-3700-0531

NTC インターナショナル株式会社 136-0071 　東京都江東区亀戸 1-42-20 Tel：03-6892-3401

株式会社大林組技術研究所 204-8558 　清瀬市下清戸 4-640 Tel：0424-95-1060

**********************************　賛助会員・団体会員名簿　************************************

*********************************************************************************************************** 

●新入会員

正会員
檜谷　　昂（ID：1144，東京農業大学）
竹中　浩一（ID：1145，国際農林水産業研究センター）
小川龍之介（ID：1146，日本工営株式会社）

●退会会員

正会員
　松永　光平

学 会 事 務 局 


